
書
評
と
紹
介

東
洋
史
研
究
会
編

習
博
勉
学
論
葦
趾
離

　
羽
田
亨
博
士
（
一
八
八
ニ
ー
一
九
五
五
）
が
生
前

発
表
さ
れ
た
八
十
余
篇
の
論
文
・
随
筆
の
類
が
、
そ

の
門
下
諸
氏
の
手
に
よ
っ
て
整
理
按
排
せ
ら
れ
、
羽

田
博
士
史
学
論
文
集
（
二
冊
）
と
し
て
世
に
遺
ら
れ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
こ
に
紹
介
す
る
上
巻
歴
史
篇

は
即
ち
そ
の
第
一
冊
で
あ
る
。
七
百
八
十
四
頁
の
本

文
と
図
版
十
一
葉
と
か
ら
成
る
臣
冊
は
、
そ
の
美
麗

堅
牢
な
装
釘
と
鮮
明
細
密
な
印
刷
と
相
挨
っ
て
、
誠

に
こ
の
碩
学
の
論
文
集
た
る
に
適
し
い
。
こ
の
巻
収

め
る
所
凡
べ
て
三
十
三
篇
。
主
と
し
て
歴
史
に
関
す

る
も
の
を
類
を
以
て
排
列
し
て
あ
る
。

　
第
一
類
は
蒙
古
史
・
元
朝
史
に
関
す
る
も
の
で
、

特
に
駅
伝
制
度
が
そ
の
中
心
を
な
し
て
み
る
。
こ
れ

に
属
す
る
も
の
五
篇
。

　
　
蒙
古
駅
伝
考

　
　
元
朝
駅
伝
雑
考

　
　
姑

　
　
成
吉
思
皇
帝
聖
旨
牌

　
　
元
朝
秘
史
に
見
ゆ
る
蒙
古
の
文
化

こ
の
中
、
　
「
元
朝
駅
伝
雑
考
」
は
東
洋
文
庫
中
里
の

一
つ
永
楽
大
典
（
所
収
経
世
大
典
姑
赤
の
条
）
に
附

刊
さ
れ
、
そ
の
後
干
健
民
氏
に
よ
っ
て
漢
訳
さ
れ
文

史
季
刊
（
六
、
六
二
五
－
六
九
九
、
八
七
三
－
九
一

八
頁
）
に
転
載
さ
れ
た
も
の
で
（
o
h
．
℃
．
9
σ
ユ
。
匿
”

U
9
ω
℃
0
6
0
け
名
Φ
ω
Φ
p
ぎ
○
げ
ぎ
曽
。
導
角
α
興
ζ
o
⇔
σ
q
－

o
δ
郎
財
①
羅
ω
o
｝
舅
臨
け
留
H
ω
’
鱗
β
魁
ぱ
・
臼
簿
げ
H
び
億
昌
価
Φ
麟
．

芝
δ
ω
冨
q
Φ
巨
○
簿
。
国
轟
轟
帥
ω
o
鼠
誌
δ
鰹
P
⑩
ω
）
、

榑
士
の
駅
伝
制
度
研
究
の
総
決
算
と
も
言
ふ
べ
き
力

作
で
あ
る
。

　
第
二
類
は
唐
代
の
ウ
イ
グ
ル
民
族
史
に
関
す
る
研

究
で
、
次
の
三
篇
を
数
へ
る
。

　
　
唐
代
回
鶴
史
の
研
究

　
　
九
姓
回
鵤
と
↓
o
α
q
養
○
旨
賊
と
の
関
係
を
論

　
　
ず

　
　
漢
北
の
地
と
康
国
人

「
麿
代
回
鵠
史
の
研
究
」
は
ウ
イ
グ
ル
民
族
の
勃
興

か
ら
そ
の
分
散
ま
で
の
歴
史
を
概
観
し
、
　
「
志
望
の

回
鶴
君
長
治
世
年
表
」
及
び
カ
ラ
ー
．
ハ
ル
ガ
ス
ン
所

在
の
「
九
姓
回
儲
愛
登
里
黒
鍵
懸
盤
施
合
砒
伽
可
汗

一
文
神
武
碑
考
」
を
附
録
と
し
て
掲
げ
て
み
る
が
、

も
と
「
唐
代
二
於
ル
野
鶴
ノ
盛
衰
」
と
題
し
、
二
半

回
鵤
考
及
び
下
巻
所
収
の
「
回
鵤
文
宇
考
」
と
共
に

学
位
請
求
論
文
と
し
て
提
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ウ
イ
グ
ル
語
並
び
に
ウ
イ
グ
ル
民
族
史
の
研
究
は
博

士
の
最
も
力
を
注
が
れ
た
所
で
、
大
正
三
年
（
「
九

一
四
）
ロ
シ
ア
に
出
張
し
、
ラ
ド
ロ
フ
氏
と
共
同
研

究
に
従
事
さ
れ
た
の
も
、
ラ
ド
ロ
フ
氏
の
招
請
に
基

く
も
の
で
、
博
士
の
大
名
と
研
究
の
成
果
と
が
露
都

に
在
っ
た
こ
の
ト
ル
コ
学
の
大
宗
に
異
常
な
感
銘
を

与
へ
た
結
果
で
あ
っ
た
。
当
時
我
が
国
の
新
聞
は
筆

を
揃
へ
て
博
土
の
栄
誉
を
讃
へ
た
と
聞
い
て
み
る
。

ウ
イ
グ
ル
藷
と
関
係
史
料
と
の
研
究
は
下
巻
に
収
録

さ
れ
る
筈
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
未
刊
の
「
上
代
回

鵬
史
の
研
究
」
が
こ
こ
に
公
に
さ
れ
た
の
は
、
北
方

民
族
史
研
究
者
に
と
っ
て
頗
る
喜
ぶ
べ
ぎ
こ
と
で
あ

る
。　
第
三
類
は
遼
。
金
及
び
チ
ム
ー
ル
関
係
の
論
考
四

篇
で
あ
る
。

　
　
遼
金
時
代
の
糺
軍
に
就
い
て

　
　
西
遼
建
国
の
始
末
及
び
其
の
年
紀

　
　
粘
木
児
大
王

　
　
帖
木
児
と
永
楽
帝
一
帖
木
蓮
の
支
那
征
伐
の
計

　
　
画
i

糺
軍
の
研
究
は
「
遼
金
時
代
の
糺
軍
に
就
い
て
」
と

「
再
び
遼
金
時
代
の
糺
軍
に
就
い
て
を
読
む
」
の
二
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書評と紹介

論
文
か
ら
成
り
、
糺
軍
の
名
称
・
構
成
に
つ
い
て
籠

内
博
土
と
論
争
さ
れ
た
も
の
。
　
「
西
遼
建
園
の
始
末

及
び
其
の
年
紀
」
は
西
遼
成
立
史
の
最
も
重
要
な
研

究
と
し
て
、
西
遼
の
こ
と
を
論
ず
る
場
合
に
必
ず
引

用
さ
れ
る
論
文
で
あ
り
（
開
・
》
●
名
取
眺
。
σ
q
巴
9
D
口
Ω

司
⑪
畠
9
㌶
あ
冨
農
℃
匹
ω
8
蔓
。
団
○
窯
器
の
Φ

ω
o
鼠
①
②
導
＝
8
．
男
ぼ
す
α
Φ
一
℃
ぼ
P
H
り
畠
》
℃
や
①
ω
即

①
ω
ρ
①
刈
Q
。
）
、
漏
影
響
氏
の
漢
訳
が
禺
貢
（
五
ノ
七
、

一
九
三
六
年
）
に
掲
げ
ら
れ
て
み
る
。

　
第
四
類
は
中
央
ア
ジ
ア
（
新
羅
省
）
の
探
検
、
出

土
史
料
の
解
説
・
研
究
並
び
に
研
究
史
に
関
す
る
も

の
で
あ
る
。
即
ち

　
　
中
農
探
検

は
、
始
め
大
阪
朝
日
新
聞
に
大
正
十
一
年
十
一
月
一

日
か
ら
七
回
に
亙
っ
て
連
載
さ
れ
、
そ
の
後
「
新
西

域
記
」
下
巻
に
附
録
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、

中
塗
探
検
の
歴
史
と
成
果
と
を
概
説
し
、

　
　
敦
煙
の
千
々
洞
に
つ
い
て

　
　
敦
煙
千
倉
洞
の
営
造
に
就
き
て

は
、
新
瓢
省
に
於
け
る
古
文
献
出
土
の
一
大
中
心
で

あ
る
敦
煙
の
千
仏
洞
に
関
す
る
説
明
で
あ
り
、

　
　
亀
藪
・
千
聞
の
研
究

　
　
卑
近
に
於
け
る
東
洋
史
学
の
進
歩

は
、
新
禺
史
料
に
基
く
研
究
の
紹
介
で
あ
り
、

　
　
敦
爆
遺
雷
活
字
本
第
一
集
解
題

は
、
沙
州
地
鵬
翼
巻
以
下
九
種
の
敦
焼
出
土
文
書
の

解
題
で
あ
る
。
敦
煙
遺
書
第
一
集
の
影
印
本
は
よ
く

知
ら
れ
て
み
る
が
、
そ
れ
と
同
隠
に
出
た
活
宰
本
の

方
は
、
侮
故
か
余
り
よ
く
知
ら
れ
ず
、
入
手
も
困
難

で
あ
る
の
で
、
解
説
だ
け
で
も
こ
こ
に
採
録
さ
れ
て

み
る
の
は
便
利
で
あ
る
。
　
（
し
か
し
影
印
本
附
載
の

解
説
や
一
神
論
。
序
聴
罪
詩
所
経
の
解
説
が
、
仮
に

一
部
分
本
文
と
重
複
す
る
と
し
て
も
、
こ
こ
に
一
括

さ
れ
て
る
た
ら
な
ほ
便
利
で
あ
っ
た
で
あ
ら
う
）
。

解
題
と
し
て
は
こ
の
他
に
四
訳
館
則
解
題
が
収
め
ら

れ
て
み
る
。

　
　
慧
超
往
五
天
竺
国
伝
母
国

　
　
大
谷
伯
爵
所
蔵
新
戯
史
料
解
説

　
　
唐
光
啓
一
7
6
年
書
写
沙
州
・
伊
州
地
鼻
繋
巻
に
就

　
　
い
て

　
　
「
興
胡
」
名
義
考

は
、
そ
れ
ぞ
れ
新
出
史
料
の
学
田
・
解
説
・
研
究
と

用
語
の
考
釈
で
あ
り
、

　
　
読
書
漫
録

三
則
の
中
、
第
一
則
は
摩
尼
教
典
の
下
部
讃
に
関
す

る
も
の
で
あ
る
。
第
四
類
に
於
け
る
最
も
輝
し
い
研

究
は
　
　
大
月
氏
及
び
貴
霜
に
就
い
て

で
あ
ら
う
。
　
こ
れ
は
昭
和
五
年
五
月
の
史
学
会
大

会
で
の
公
開
講
演
で
、
史
学
雑
誌
に
掲
げ
ら
れ
、
更

に
仏
訳
さ
れ
て
日
仏
会
館
応
報
（
し
d
巳
冨
江
⇔
α
①
鉦

7
R
蝕
の
。
⇔
閃
舜
瓢
o
o
I
冒
b
o
け
餌
一
ω
ρ
囲
く
鴇
這
ω
ω
）
に
発

表
さ
れ
た
。
博
士
が
こ
の
諭
文
で
主
張
せ
ら
れ
た
大

月
氏
と
貴
霜
と
は
異
っ
た
二
つ
の
民
族
と
見
る
べ
き

こ
と
、
所
謂
ト
ハ
ラ
語
B
は
ク
チ
ャ
語
と
呼
ぶ
の
が

正
し
い
こ
と
は
、
正
に
不
動
の
鉄
案
で
あ
っ
て
、
前

者
は
漢
文
史
料
の
正
確
な
分
析
と
理
解
が
中
亜
古
代

史
の
研
究
に
決
定
的
重
要
性
を
も
つ
て
み
る
こ
と
を

世
界
に
愉
し
、
後
者
は
新
出
土
の
ウ
イ
グ
ル
語
文
献

解
読
に
つ
い
て
の
博
士
の
優
れ
た
能
力
を
発
揮
し
た

も
の
と
し
て
、
我
等
の
共
に
誇
る
べ
き
論
考
の
一
つ

と
言
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
中
大
月
氏
と
貴
霜
と

を
別
の
民
族
と
す
る
議
論
は
、
漢
丈
の
理
解
力
の
高

い
ペ
リ
オ
氏
に
は
早
速
金
面
的
に
受
入
れ
ら
れ
た
け

れ
ど
も
　
（
臼
》
噂
日
り
ω
許
勺
・
Q
Q
G
◎
）
、
　
芝
．
妻
●
臼
9
0
巴
P

（
8
ぴ
①
O
お
巴
（
ω
貯
し
σ
碧
町
貯
9
口
α
ぎ
象
P
O
鋤
ヨ
ー

訂
箆
σ
。
①
這
Q
。
○
。
〔
一
〇
認
〕
糟
℃
・
卜
。
。
。
心
け
・
似
）
り
○
●
蜜
器
づ
－

o
げ
①
p
一
国
①
開
①
⇒
（
事
○
ω
u
①
出
し
㊤
轟
隠
』
甲
。
。
一
）
u

U
尊
℃
Φ
8
0
げ
　
（
目
①
o
貯
陰
a
α
①
『
○
鼠
①
馨
ρ
ど

円
。
日
ρ
一
⑩
朝
①
や
①
δ
）
”
の
諸
氏
は
新
説
に
反
対
し

て
同
一
罠
族
説
を
固
守
し
、
　
O
・
口
鉱
。
障
P
も
懐
疑

的
態
度
を
持
し
（
N
U
窯
9
H
㊤
ω
評
ワ
雨
雪
昌
。
什
①
）
、
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そ
の
他
の
人
々
は
何
の
批
判
も
な
し
に
同
一
民
族
説

に
従
っ
て
み
る
。
こ
れ
ら
は
何
れ
も
欧
米
の
学
者
に

細
か
い
漢
文
の
書
法
の
理
解
が
如
何
に
難
し
い
か
を

示
し
て
み
る
で
あ
ら
う
。
（
ド
イ
ツ
の
国
・
諺
謬
げ
臨
鑓
”

窯
①
犀
σ
q
o
ω
o
臨
。
馨
Φ
渉
ω
δ
づ
の
ぎ
ω
○
鼠
Φ
〇
三
ω
o
び
①
⇔

N
鉱
痘
犀
Φ
ひ
ど
国
鉱
δ
お
心
刈
暫
や
Q
◎
①
も
羽
田
説
に

賛
成
し
て
み
る
が
、
ア
ル
ト
ハ
イ
ム
氏
は
漢
文
を
理

解
し
な
い
人
で
あ
る
の
で
、
ど
の
程
度
新
説
を
理
解

し
て
み
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
）
　
又
、
新
出
の
ウ
イ

グ
ル
文
資
料
を
利
用
し
て
所
謂
ト
ハ
ラ
語
B
を
ク
チ

ャ
語
と
呼
ぶ
こ
と
の
正
し
さ
を
実
証
さ
れ
た
第
二
点

は
、
レ
ヴ
ィ
博
土
の
所
論
に
一
層
の
確
実
性
を
与
へ

た
も
の
で
あ
る
。
何
れ
に
し
て
も
、
こ
の
一
篇
が
博

士
会
心
の
論
考
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
後
年
腰
々
こ
れ

に
言
及
し
て
居
ら
れ
る
事
実
か
ら
察
せ
ら
れ
る
。

　
新
出
史
料
や
そ
れ
に
基
く
新
研
究
を
縦
横
に
駆
使

し
て
イ
ス
ラ
ム
以
前
の
中
央
ア
ジ
ア
の
文
化
史
に
始

め
て
正
し
い
系
統
を
与
へ
ら
れ
た
の
も
博
士
で
、
そ

の
西
域
文
明
史
概
論
や
隣
域
文
化
史
は
、
日
本
に
於

い
て
は
勿
論
、
世
界
に
於
い
て
も
ユ
ニ
ー
ク
な
概
説

で
あ
る
が
、
単
行
本
と
し
て
行
は
れ
て
る
る
の
で
、

こ
こ
に
は
省
か
れ
て
み
る
。

　
殻
後
に
第
五
類
と
し
て
綜
合
的
概
観
的
な
論
考
八

篇
が
収
め
ら
れ
て
み
る
。

　
　
階
唐
時
代
の
交
化

　
　
元
朝
の
漢
文
明
に
対
す
る
態
度

　
　
支
那
の
北
嶺
諸
朝
と
漢
文
明

　
　
漢
民
族
の
同
化
力
説
に
就
い
て

　
　
朱
元
時
代
概
説

　
　
北
方
亜
細
亜
に
於
け
る
遊
牧
民
の
社
会
的
生
活

　
　
日
本
文
化
発
達
史
上
に
於
け
る
外
國
文
化
の
影

　
　
響

　
　
飛
鳥
奈
良
時
代
の
文
化
虚
説

こ
れ
ら
は
何
れ
も
精
緻
な
研
究
を
基
礎
に
、
該
榑
な

知
識
と
恥
い
識
見
と
を
以
て
組
立
て
ら
れ
た
パ
ノ
ラ

マ
で
、
歴
史
家
と
し
て
の
博
士
の
潮
目
を
よ
く
示
し

て
み
る
も
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
三
十
三
篇
は
、
長
短
難
易
、
一
様
で
は
な

い
が
、
そ
の
何
れ
を
と
っ
て
見
て
も
、
博
士
の
一
事

を
忽
せ
に
し
な
い
慎
密
さ
と
、
真
理
を
鞍
鼻
し
て
已

ま
な
い
厳
正
さ
と
が
、
行
間
に
溢
れ
て
み
て
、
脚
†
問

の
厳
し
さ
を
顔
に
吹
き
つ
け
ら
れ
る
感
じ
が
す
る
。

博
士
は
生
前
既
発
表
の
論
文
を
訂
正
増
潔
し
て
極
め

て
出
版
す
る
意
図
を
も
ち
、
本
文
の
削
訂
、
欄
外
の

書
入
れ
を
行
っ
て
居
ら
れ
た
が
、
公
務
の
多
忙
と
度

々
の
重
い
病
気
と
が
そ
の
実
現
を
妨
げ
、
自
ら
の
手

に
よ
る
訂
正
増
補
は
遂
に
完
成
を
見
な
か
っ
た
。
こ

の
論
文
集
の
刊
行
に
当
っ
て
、
編
輯
者
は
撮
来
る
張

り
、
博
士
の
加
へ
ら
れ
た
訂
正
や
増
補
を
活
か
す
こ

と
に
カ
め
、
時
に
編
者
の
附
注
を
添
へ
て
読
者
の
理

解
を
助
け
て
み
る
。
さ
う
し
た
苦
心
の
結
果
、
薄
士

晩
年
の
定
論
が
大
体
窺
へ
る
や
う
に
な
っ
て
み
て
感

謝
に
堪
へ
な
い
が
、
も
し
蜀
を
望
む
こ
と
を
許
さ
れ

る
な
ら
ば
、
属
土
の
多
方
面
の
研
究
を
そ
れ
ぞ
れ
の

部
門
に
得
て
受
継
が
れ
て
み
る
門
下
の
諸
子
が
、
各

論
考
に
つ
い
て
学
界
の
そ
の
後
の
研
究
を
つ
け
加
へ

て
下
さ
る
と
、
博
士
の
業
績
の
優
れ
て
み
る
こ
と
が

一
層
は
つ
き
り
判
っ
て
よ
か
っ
た
と
考
へ
る
。
例
へ

ば
第
一
類
の
中
核
を
な
す
姑
赤
の
研
究
に
つ
い
て
見

る
と
、
元
朝
駅
伝
雑
考
の
出
た
昭
和
五
年
（
一
九
三

〇
）
に
べ
リ
オ
の
ω
母
団
節
日
。
昌
金
目
℃
．
．
目
露
量
ω

燭
。
ω
蜜
鷺
．
　
（
6
国
界
×
＜
H
督
H
り
ω
ρ
や
や
H
紹
－
お
q
）

が
出
、
一
九
一
虚
勢
年
に
コ
ト
ウ
ィ
チ
（
♂
く
・
匿
O
け
≦
一
〇
N
）

の
い
①
ω
け
Φ
邑
ヨ
Φ
ω
8
p
o
Φ
量
瓦
之
δ
ω
Φ
唇
く
け
Φ
α
①
の

邑
①
貯
置
》
o
ω
貯
二
二
　
（
O
o
頃
o
o
寅
口
Φ
曽
　
○
昌
①
艮
巴
壁
矯

窯
。
’
鄭
3
℃
芝
山
『
9
　
お
ω
卜
。
や
眉
マ
一
睦
L
菊
o
o
N
p
涛

〇
二
①
白
山
溢
受
自
口
ざ
区
く
H
二
㊤
㎝
ρ
℃
℃
．
ω
ミ
ー
ω
O
Q
。
）

が
繊
、
　
一
九
五
四
年
に
は
晶
嗣
に
引
い
た
オ
ル
ブ
リ

ヒ
ト
氏
の
元
朝
駅
伝
考
が
現
は
れ
て
る
る
し
、
駅

伝
の
牌
子
と
そ
の
銘
文
の
解
読
と
に
つ
い
て
は
ポ
ッ

ペ
氏
に
r
剛
（
〈
P
α
鴇
簿
け
影
面
団
9
　
娼
一
ω
．
旨
Φ
P
O
ω
酢
、
。
H
ω
梓
O
目
一
団
P

巳
。
轟
9
、
ω
ぎ
槻
℃
δ
、
鑓
窪
。
ω
9
↓
’
同
噌
竃
。
路
く
キ
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轡評と紹介

U
Φ
三
二
α
q
同
曽
自
お
出
が
あ
り
、
昨
年
そ
の
英
訳
が
出

た
（
宕
’
℃
o
出
獄
9
↓
げ
Φ
筥
。
口
α
q
9
、
則
、
p
σ
q
ω
ら
9
あ
q
㍗

讐
．
臼
難
昌
ω
冨
8
α
び
団
H
o
げ
黒
質
暦
葺
Φ
σ
q
2
・
芝
δ
の
σ
甲

Ω
①
p
…
○
詳
。
口
9
。
ω
の
器
。
鼠
§
H
㊤
昭
）
。
こ
れ
ら
後

田
の
諸
論
文
は
、
白
鳥
博
士
や
羽
田
煮
豆
が
夙
に
取

扱
は
れ
て
る
る
諸
点
を
繰
返
し
た
り
、
　
多
少
の
誇

正
を
加
へ
た
り
し
て
み
る
所
が
大
部
分
で
あ
っ
て
、

「
こ
と
東
洋
史
に
関
す
る
限
り
日
本
は
ど
こ
の
国
に

も
ひ
け
を
取
ら
な
い
よ
扁
　
（
三
島
海
雲
氏
「
羽
田
博

士
の
思
い
出
」
、
東
洋
史
．
研
究
、
十
隣
ノ
三
、
三
八

頁
）
と
豪
語
さ
れ
た
博
士
の
面
目
は
、
こ
う
し
た
比

較
に
よ
っ
て
一
層
躍
如
と
し
て
来
る
で
あ
ら
う
。

　
最
後
に
一
言
し
た
い
の
は
論
文
の
排
列
の
仕
方
で

あ
る
。
歴
史
篇
と
宗
教
言
語
篇
と
に
二
分
す
る
こ
と

も
一
方
法
で
あ
る
が
、
羽
田
博
士
の
特
色
の
一
つ
は

新
史
料
の
紹
介
に
あ
り
、
博
土
自
ら
も
論
文
は
と
に

か
く
史
料
紹
介
の
労
は
認
め
て
貰
は
ね
ば
な
ら
ぬ
と

語
ら
れ
て
み
た
と
偲
聞
す
る
。
従
っ
て
論
文
集
も
論

文
と
史
料
解
…
説
と
の
二
つ
に
分
け
た
方
が
よ
り
す
つ

ぎ
り
と
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
　
　
（
昭
和
三
十

二
年
十
二
月
、
東
洋
史
研
究
会
発
行
、
定
価
千
六
百

円
）
　
　
　
　
　
　
　
i
I
榎
　
一
雄
…

赤
松
俊
秀
著

　
鎌
倉
仏
教
の
研
究

一

、
本
喜
を
手
に
し
て
我
々
は
深
い
感
慨
を
お
ぼ
え

る
。
巻
頭
の
「
覚
信
尼
公
に
つ
い
て
」
が
、
本
誌
第

十
八
巻
第
四
号
の
巻
初
に
か
か
げ
ら
れ
た
の
は
、
今

を
さ
る
二
五
年
前
の
昭
和
八
年
で
あ
っ
た
。
当
時
真

宗
の
教
界
は
、
本
願
寺
の
事
震
上
の
定
礎
者
で
あ
る

親
艸
鶯
の
季
女
流
信
尼
の
六
百
五
十
年
忌
を
い
と
な

み
、
因
ん
で
そ
の
伝
を
一
一
三
刊
行
し
た
の
で
あ
る

が
、
説
縦
横
に
い
り
み
だ
れ
て
論
難
ま
こ
と
は
げ
し

く
、
は
て
は
感
情
的
な
様
網
す
ら
呈
し
て
全
く
拾
収

つ
か
ぬ
状
態
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
時
、
当
・

時
大
学
院
在
釜
中
の
弟
君
が
、
右
を
ひ
っ
さ
げ
て
登

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
　
も
　
　
ち
　
　
セ

併
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、
文
字
通
り
さ
っ
そ
う
た
る

嵩
陣
で
あ
り
、
後
述
す
る
如
く
双
方
の
立
論
の
根
底

を
く
つ
が
え
し
た
の
で
、
同
声
も
お
の
つ
か
ら
し
づ

ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
爾
来
今
日
に
至
っ
て
覚

信
尼
引
い
て
は
そ
の
父
親
鶯
の
後
半
生
を
考
え
る
も

の
は
、
こ
れ
を
基
点
と
せ
ね
ば
な
ら
な
く
な
り
、
筆

者
の
同
誌
の
如
き
、
宗
門
内
の
人
手
を
転
々
し
て
手

垢
に
ま
み
れ
表
紙
を
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
　
二

遍
上
人
の
隣
宗
に
つ
い
て
」
は
、
敗
戦
の
色
こ
き
昭

和
十
九
年
の
発
表
で
あ
る
が
、
箪
者
自
身
、
動
員
学

徒
の
工
場
の
、
燈
火
血
糊
下
う
す
ぐ
ら
い
寮
の
一
室

で
よ
み
は
じ
め
、
よ
み
進
む
に
つ
れ
高
ま
る
感
激
を

お
さ
え
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
思
い
出

す
。
仏
教
史
上
の
一
遍
、
時
宗
の
地
位
に
関
す
る
蔚

実
な
論
証
は
と
も
か
く
、
そ
の
関
連
に
於
て
、
初
期

真
宗
史
に
加
え
ら
れ
た
そ
の
卓
抜
な
見
解
に
、
や
が

て
黒
鯛
は
ど
よ
め
い
た
。
即
ち
少
く
と
も
以
上
の
二

篇
に
つ
い
て
だ
け
で
も
、
教
界
は
早
く
よ
り
そ
の
成

書
を
待
望
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

二

　
さ
て
本
書
は
、
一
、
　
「
親
鶯
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
、

二
、
　
「
一
遍
に
つ
い
て
」
、
三
、
　
「
慈
円
と
未
来
記
」

の
三
部
と
附
篇
「
御
影
賞
に
つ
い
て
」
の
諸
語
よ
り

な
っ
て
い
る
。
一
に
は
「
覚
補
語
に
つ
い
て
」
　
「
い

ま
こ
せ
ん
の
は
は
に
つ
い
て
」
　
「
親
欝
の
消
息
に
つ

い
て
」
「
初
期
真
宗
教
隅
の
社
会
的
基
盤
に
つ
い
て
扁

「
教
行
信
証
（
坂
東
本
）
に
つ
い
て
」
　
「
師
予
身
中
．

の
虫
と
諸
仏
等
同
に
つ
い
て
」
「
親
鷲
像
に
つ
い
て
」

「
西
本
願
寺
本
塁
十
重
絵
に
つ
い
て
」
　
「
鏡
御
影
の

賛
に
つ
い
て
」
の
九
篇
を
お
さ
め
、
二
に
は
「
一
遍

上
人
の
時
宗
に
つ
い
て
」
「
時
宗
芸
術
史
上
の
一
。
二
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